


































































要約;

市町村の乳幼児健康診査と保健指導を医療機関に委託する際の問題点と保健一福祉一教育

の連携に対する問題点を把握するために、小児科医、保健婦、栄養士および心理相談員が

協議した。また小児保健に携わる小児科医と保健所・都道府県行政関係医師にアンケート

調査を行った。収集された意見をとりまとめて医療機関委託に対する問題点および保健一

福祉一教育の連携に対する問題点を明らかにして、平成 9年度委譲時に向けてと 10-20 年

後を見据えた長期的視野とで方策を提言した。その内容は、1)医療機関委託の可能性につ

いて、2)小児科医の健診の目指すこと、3)乳児健診と幼児健診、4)1 か月児健診の重要性、

5)健診の質の充実について a)健診票と問診票の統一、b)対象児の呼び出しと未受診者対

策、c)市町村への要望、d)健診医の研修、e)他職種との連携、f)事後指導、g)データの利

用と小児保健情報の入手、6)保健一福祉一教育の連携、である。


